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■実証実験報告で記載いただきたい内容

1. 実験の目的

富山市内に居住する高齢者にＬＯＲＡ－ＷＡＮ対応の端末を所持していただき

① 富山市内の位置情報、移動経路の表示、警報の発信、警報の受信を行う。

② 富山センサーネットワークと当社の既存システム「ここココ」とシステム上の

データ連携ができることを確認する。

富山センサーネットワーク（SNW）上で稼働するＧＰＳトラッカーを搭載した防災用非常持出袋により、普段は高齢者の位置情報、

安否確認を主としてデータ収集を行い、非常時には警報情報を送信する予定だった。今回採用したGPS端末はクラスBに未対応だっ

たため、警報送信機能は未実現となった。一方、当社の位置情報サービス「ここココ」では高齢者らの位置情報の送信と探索、警

報の発信（安否確認）、警報の送信が可能だが３Ｇ網を利用しているため、最新のＬＰＷＡデバイスを使用した富山市センサー

ネットワークの機能検証とデータ連携の確認し、LPWAと既存システムの同時に閲覧できる見える化システムの開発を行った。

実験タイトル 警報受信安否確認機能付非常持出袋の実験
代表事業者 ビットパーク株式会社
共同参加者 エムアイビジョン株式会社



２．実施体制 と システム構成

◆環境構築および開発： ビット・パーク株式会社 （東京都）

◆デバイス運用および保守：エムアイビジョン株式会社（富山市）

◆システム構成
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３．実験方法

富山市
センサーネット
ワーク

（Lora-WAN）

富山センサーネットワーク内で稼働可能なＧＰＳトラッカー３台を使用して
市内および近県における移動中の位置計測を行った。

位置情報サービ
ス

ここココ
（GPS＋3G）

GPSトラッカーにより計測されたデータは弊社の位置情報サービスここココのＤＢに３分毎に蓄
積されるように富山センサーネットワークと「ここココ」のデータ連携を行った。

ここココ
ＤＢ

ここココDBに収容する
データは位置情報に
加え、バッテリー残量、
時間、警報情報を蓄
積（レコード単位）

Lora-WAN用に
新規開発

右が今回試作した
警報受信安否確認機能付非常持出袋
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４．実際の運用画面 （その１ 統合画面）

冠水
センサー
（氷見市）
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富山センサーネットワーク内で稼働可能なＧＰＳトラッカー３台と弊社「ここココ：冠水センサー」との統合画面
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経路情報が
見える化できた

バッテリー残量が
検知できた

４．実際の運用画面 （その２ 個別移動履歴画面）

３分間隔で
データを蓄積

富山センサーネットワークのGPSトラッカーから送信される位置情報、警報情報をここココＤＢに順次格納し
経路情報、警報情報を連続的に見える化できるシステムを構築した。
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現在位置の
計測ができる
（安否確認）

安否確認
ボタンを押す

４．実際の運用画面 （その３ 警報発信（安否確認ボタン）画面）
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５．効果

富山センサーネットワーク（ＳＮＷ）を使用して行った実験の結果を以下に示します。

ＮＯ 実験項目 結果 記事

1 位置情報の取得 ○ ３分間隔で計測設定

2 経路情報の表⽰ ○ 富山市SNWのGPSとBP社のセンサー情報を表⽰

3 警報の受信（TSNW→GPS） × GPSトラッカーがクラスBに未対応のため、TSNW側
から警報送信できず

4 安否確認信号の送信 ○ GPS端末のボタンを押すことでシステムに表⽰

5 全端末一括表⽰ ○ 富山SNW－ここココ　連携により実現

6 警報履歴の保存 ○ 富山SNW－ここココ　連携により実現

7 バッテリー寿命の確認 ○ 富山SNWから取得－ここココで表⽰

8 富山市SNW-ここココ　リアルタイム連携 ○ ほぼリアルタイムでここココ→TSNWにリクエスト要求
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５．効果 （その２ バッテリーの消費実験）

富山市スマートシティ推進基盤ダッシュボード上のバッテリー消費グラフ。
計測３分間隔で動作させたＧＰＳトラッカーのバッテリー消費を示す。

LPWAの持ち味である

省電力長時間動作に
ついてGPS計測のタイミ

ングによって消費が激
しく、端末の使い方管
理方法に課題が残る。

移動中

移動中移動中

移動中

GPSトラッカーが屋内

にあるときには計測時
に（0,0）になるのでシ

ステム上では表示し
ない対策を行っている。
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移動無（充電器接続）

移動中

端末の移動中は
バッテリーの
消費が多くなる

５．効果 （その２ バッテリーの消費実験）
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５．効果 （その３ ＧＰＳ情報の画面比較）

富山市スマートシティ推進基盤ダッシュボード画面 ここココによる富山市ＳＮＷ連携一括表⽰画面

OpenStreetMap （5km） Zenlin Datacom 6.5km (BP社にてライセンス)

富山市センサーネットワークが提供するGPS端末の画面表示台数は１台だが、ここココによるGPS端末は一画面に複数の
端末の位置と同時に各センサーの状態も一画面で管理できるように構築した。

下記の画面は縮尺をほぼ同程度にそろえた画面の比較である。
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５．まとめ

富山市センサーネットワーク（TSNW）で推奨されたGPSトラッカー（グリーンハウス社製）を導入し実際に
TSNWで３台を稼働させました。

当初予定していた安否確認、警報送信機能のうちクラスＢ相当の機能を実現できませんでしたが、当社
の位置情報システム「ここココ」とのシームレスな連携を確認することができました。

ＬＰＷＡデバイスの省電力・長距離伝送を活かしたソリューションを構築するまでには実証実験期間が短
く、新しいデバイスの開発は期間内で実現できなかったが、ＴＳＮＷに参加された富山市および参加企
業の皆様と今後は情報交換を行い、ＬＰＷＡの基盤を利用したソリューションの開発を継続していきたい
と思います。

２０２０年２月吉日
ビット・パーク株式会社

プロダクト事業部
野口 修


